
第1学年
2上11 6日

1 活動名みんなは,どうおもう?

2 活動について

本佼の 1年生は,4月当初から,ベンチを円形に並べ,肩を寄せ合0て'座り,自分の体験や興味のあ

るもの,日常の何気ない出来事を伝え合う 1サークル対'i泰を行っている。話題の例として,昨日の夜

に家であ0たこと・通学途中に見つけたもの・週末に家族で作ったもの・最近興味をも0て観察を続け

ていること・学校で血羽長って続けていること,等である。 1学期の本学級の子どもたちは,内分の話を

友達の前で発表寸ることに満足感を覚え,とにかく話をしたくて仕方がない嫌子であった。合学期以降

も,自分の話をしたいという気持ちは強いが,少しずつ友逵の話の内容に興味をも0てもっと知りたい

ことを質問するようになってきた。「自分が話したいことを話すことができるし,ききたいことを質問

しても大丈夫。」と,子どもたちが思い始めたのである。このことは,本校の低学年教育が目指司、「安

心して聞き・話す」子どもの姿の表れではないかと捉えている。

サークル対'話では,「わかりやすく伝える,人の話に耳を傾ける,わからないことやもっと知りたい

ことは質問する,違う老えをもった人の話もきく」ことを大切にしている。友達の前で話すには,相手

意誠をも0て話をする必要がある。きく立場になった場合は,喪分が知らないことが話題になった時,

興味がないからと聴くのをやめてしまっては,刈'話にはならない。知らないことが話題に上った時,そ

れはどういうことだろうと素直に質問できるような雰囲気を作ることも重要である。例えぱ,きいたこ

とのない言葉に出会うと 100つてなノVですか。J と質'問をする。話題提供している子が説明できない

場合,周りの子たちが代わりに説明する。このような過程を経て,語粂を獲得していU易面がこれまで

も多く見られてきた。

これまでも数多くの話題をサークルで話してきた。本時では,それらの中から選ばれたより深めたい

話について,サークルで話L合う。選ぱれた話題については,その話題を選んだ根拠を明耐以こする。

サークル対話において「自分はこう思うけど,みんなはどう思うのだろう」という姿勢で話し合う
「^

とも大切にしていきたい。同じ話題について話をきいていても,受け取り方は人によって遂い,その遂

いを楽しめることもねらいとしている。この贈"堺だからこそ,素直に思ったことを表現できることもあ

る。そういった子どもの気持ちを大切にしたい。本校の3年生から行っている「てつがく」利の授業で

も,子どもが日々の生活の中で疑問に思ったことや不思J霧に感じたことを題材とtる場合が多い。問い

をもち,他者と対話していく基盤を築くという意味でも,本単元での活動が今後の子どもたちの成長に

つながるのではないかと期待している。

3 学習活動計画(全6時澗)

・これまでにサークルで話題になったことを振り返る。

・もっと知りたい,きいてみたい話題を選ぶ。

・選ぱれた話題について,サークルで話し合う。本時

・話L合0た話題で,印象に残ったことをノートに轡K。

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

友達の話を興味をもってきき,よりきいてみたい二とを耆える二とができる。

(2)予想される本時の展開

「みがく」学習指導案
(太) 1階C室 9:00~9 40

授業者廣瀬修也

1 本H寺で言舌し合うぎ舌題についてh寉認をtる。

2

主な学習活動と子どもの姿

話題に刈'tる芳えを,サークルで話し合う。

3 話題について印象に残ったことをノートに書く。

0前時までに,話し合う話題を決めておく。

0相互指名で話し合いを進める。

0サークルでの話を踏まえて,幽分だけで,

もう一度話題について者える。
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